
日本版ライドシェアの酷暑に対応したバージョンアップ

・昨年の夏の平均気温は、統計開始以来最も高く、今年の夏も引き続き酷暑となる日が増えて
おり、利用者の利便性向上の観点から、｢移動の足｣の確保が大変重要となっている。
・このため、酷暑が予想される日の気温が35℃以上予報されている時間帯に、日本版ライドシェア
の車両の使用を可能とする。

使用可能な時間について
①前々日の10時時点で気温の予報が35℃
以上となった時間帯

②その前後１時間
においては、日本版ライドシェアの車両使用が
可能。

※１回の使用可能時間が３時間以下となる場合に
は、当該時間帯の前後いずれか 1時間まで追加
して使用が可能（計4時間まで） 対象の営業区域

使用可能な車両数について

気
温

【これまでは使用不可であった時間帯】
各営業区域において使用できる日本版
ライドシェア車両の最大までを使用可能とする。
【これまでも使用可能であった時間帯】
各営業区域において使用できる日本版
ライドシェア車両の最大の２倍までを使用
可能とする。

大都市部（12地域）
以下の都市及びその周辺のエリア
東京都特別区、横浜市・川崎市、名古屋市、
京都市、札幌市、仙台市、さいたま市、
千葉市、大阪市、神戸市、広島市、福岡市
※他の地域については今後検討
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